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治山林道課 （単位：千円）

事 業 名

令和元年度

当初予算額

令和元年度

最終予算額

令和２年度

当初予算額

左 の 財 源 内 訳

国庫支出金 特 定 財 源 一 般 財 源

林道関係事業一覧 2,806,569 4,504,062 1,985,550 1,419,225

(分) 2,400

(負) 60,506

(債) 309,000

194,419

林 道 関 係 事 業 一 覧

[細目事業名] [令和２年度予算額]

【公共・県営】 林道開設事業
･･･ 森林基幹道等開設事業 ･･･ 171,880

･･･ 山のみち幹線林道開設事業 ･･･ 348,855

【公共・補助】 林道開設事業 ･･･ 森林管理道開設事業 ･･･ 97,300

〈 林道開設事業 計 618,035 〉

【公共・補助】 林道改良事業 ･･･ ･･････ ･･･ 147,300

〈 林道改良事業 計 147,300 〉

【公共・補助】 林道舗装事業 ･･･ ･･････ ･･･ 28,860

〈 林道舗装事業 計 28,860 〉

【公共・交付金】 道整備交付金事業
･･･ 県 営 道整備交付金事業 ･･･ 447,055

･･･ 補助営 道整備交付金事業 ･･･ 101,294

〈 道整備交付金事業 計 548,349 〉

《 公共 合計 1,342,544 》

【その他】 緑資源幹線林道事業 ･･･ ･･････ ･･･ 90,506

《 林道事業 合計 1,433,050 》

【災害関係】 林道災害復旧事業 ･･･ ･･････ ･･･ 552,500

《 林道関係事業 総計 1,985,550 》



治山林道課 （単位：千円）

事 業 名

令和元年度

当初予算額

令和元年度

最終予算額

令和２年度

当初予算額

左 の 財 源 内 訳

国庫支出金 特 定 財 源 一 般 財 源

林道開設事業費 788,613 979,028 618,035 372,750
(負) 16,702

(債) 183,000
45,583

Ⅰ 県営林道開設事業費

( 事業費171,880千円 予算額171,880千円 (国)80,000千円 (負)16,702千円 (債)67,000千円 (一)8,178千円 )

１ 目的

森林の多面的機能の発揮が期待される広域な森林地域を対象に効率的な森林施業、適正な森林管理、併せ

て山村地域の振興等を図る。

２ 内容

（１）森林基幹道等開設事業

採択要件：地域森林計画に登載

利用区域森林面積 基幹道１ 2,000ha以上

基幹道２ 1,000ha以上

管理道 500ha以上

開設効果指数 基幹道 1.2以上

管理道 0.9以上

費用対効果指数 1.0以上

負 担 率：基幹道１ (国)50％ (市町村)５％ (県)45％

基幹道２ (国)50％ (市町村)10％ (県)40％

管理道 (国)50％ (市町村)24％ (県)26％

実施主体：高知県

３ 令和元年度実績及び令和２年度計画

令和元年度実施箇所 ：５路線（奥大田三谷線ほか）

令和２年度実施計画箇所：４路線（奥大田三谷線ほか）

Ⅱ 県営山のみち幹線林道開設事業

( 事業費348,855千円 予算額348,855千円 (国)219,600千円 (債)116,000千円 (一)13,255千円 )

１ 目的

国土環境の保全形成等、森林の有する多目的機能の持続的発揮や都市と山林との共存・対流を図る。

２ 内容

（１）幹線林道事業

負 担 率：(国)72％ (県)28％

実施主体：高知県

３ 令和元年度実績及び令和２年度計画

令和元年度実施箇所 ：５路線（中村大正線ほか）

令和２年度実施計画箇所：５路線（中村大正線ほか）



治山林道課 （単位：千円）

Ⅲ 補助営林道開設事業

( 事業費146,300千円 予算額97,300円 (国)73,150千円 (-)24,150千円 )

１ 目的

森林の多面的機能の発揮が期待される小規模な森林地域を対象に効率的な森林施業、適正な森林管理、併

せて山村地域の振興等を図る。

２ 内容

（１）森林管理道開設事業

採択要件：地域森林計画に登載

利用区域森林面積 過疎・振興山村等 30ha以上

その他 50ha以上

開設効果指数 0.9以上

費用対効果指数 1.0以上

補 助 先：市町村

補 助 率：過疎・振山 65％（(国)50％ (県)15％）

その他 60％（(国)45％ (県)15％）

３ 令和元年度実績及び令和２年度計画

令和元年度実施箇所 ：６路線（城山栃谷線ほか）

令和２年度実施計画箇所：４路線（影仙頭線ほか）



治山林道課 （単位：千円）

事 業 名

令和元年度

当初予算額

令和元年度

最終予算額

令和２年度

当初予算額

左 の 財 源 内 訳

国庫支出金 特 定 財 源 一 般 財 源

林道改良事業費 47,641 266,408 147,300 110,740 36,560

１ 目的

車両の大型化、重量化に伴い、開設当時の規格では対応できなくなった既設林道について局部的構造の質

的向上を図り、自然環境の保全など最近の社会要請に対応できるよう整備する。

２ 内容

( 事業費 249,910 千円 )

採択要件：

幹 線 森林利用区域500ha以上（過疎又は振興山村は200ha以上）かつ、改良効果指数1.2以上

その他 森林利用区域50ha以上（過疎又は振興山村は30ha以上）かつ、改良効果指数0.9以上

補 助 率：

幹 線 (国)50％ (県)10％

その他 (国)30％ (県)20％

実施主体：市町村

３ 令和元年度実績及び令和２年度計画

令和元年度実施箇所 ：16路線（甲浦線ほか）、橋梁等点検診断 香美市ほか７市町村

令和２年度実施計画箇所 ：10路線（甲浦線ほか）、橋梁等点検診断 香美市ほか２市町



治山林道課 （単位：千円）

事 業 名

令和元年度

当初予算額

令和元年度

最終予算額

令和２年度

当初予算額

左 の 財 源 内 訳

国庫支出金 特 定 財 源 一 般 財 源

林道舗装事業費 8,325 36,392 28,860 27,169 1,691

１ 目的

車両の大型化、重量化による輸送力の向上に対応するとともに、通行の安全を確保するため、舗装による

林道の質的向上を図る。

２ 内容

（１）幹線（ 事業費 54,340千円 予算額 28,860千円 (国)27,169千円 (一)1,691千円 ）

採択要件：森林利用区域 500 ha以上 （過疎又は振興山村は 200ha以上）

補 助 率：(国)50％ (県)１％

実施主体：市町村

３ 令和元年度実績及び令和２年度計画

令和元年度実施箇所 ：３路線（根ぶき谷線ほか）

令和２年度実施計画箇所 ：３路線（根ぶき谷線ほか）



治山林道課 （単位：千円）

事 業 名

令和元年度

当初予算額

令和元年度

最終予算額

令和２年度

当初予算額

左 の 財 源 内 訳

国庫支出金 特 定 財 源 一 般 財 源

道整備交付金

事業費
705,699 877,043 548,349 357,166

(分) 2,400

(負) 43,804

(債)126,000

18,979

Ⅰ 県営林道道整備交付金事業費

( 事業費447,055千円 予算額447,055千円

(国)260,400千円 (分)2,400千円 (負)43,804千円 (債)126,000千円 (一)14,451千円 )

１ 目的

地域における経済基盤の強化又は生活環境整備のため、交通の円滑化及び産業の振興を図る。

特に整備が必要な地域においては、次の事業を実施している。

・流域ネットワーク林道整備事業（流域ネットワーク）

民有林・国有林を通じる広大な流域内で林道のネットワーク化を推進する。

（大川村：寒風大座礼東線）

・防火林道整備事業（防火林道）

林道が有する防火機能、消火活動に果たす役割を高度に発揮するための林道を整備する。

（香美市：河口落合線）

２ 内容

（１）森林基幹道等開設事業

採択要件：地域森林計画に登載

利用区域森林面積 基幹道１ 2,000ha以上

基幹道２ 1,000ha以上

（流域ネットワークは500ha以上）

開設効果指数 1.2以上

費用対効果指数 1.0以上

負 担 率：基幹道１ (国)62％ (市町村)５％ (県)33％

基幹道２ (国)62％ (市町村)10％ (県)28％

管理道 (国)62％ (市町村)24％ (県)14％

実施主体：高知県

３ 令和元年度実績及び令和２年度計画

令和元年度実施箇所 ：６路線（小川線ほか）

令和２年度実施計画箇所：６路線（小川線ほか）



治山林道課 （単位：千円）

Ⅱ 補助営林道整備交付金事業費

( 事業費201,894千円 予算額101,294千円 (国)96,766千円 (一)4,528千円 )

１ 目的

地域における経済基盤の強化又は生活環境整備のため、交通の円滑化及び産業の振興を図る。

２ 内容

（１）森林管理道開設事業

直接森林整備に必要な森林管理道のうち、利用区域森林面積 500ha未満の林道を開設する。

補 助 率：(国)50％

実施主体：市町村

（２）林道改良事業

車両の大型化、重量化に伴い、開設当時の規格では対応できなくなった既設林道について局部的構造の

質的向上を図り、自然環境の保全など最近の社会要請に対応できるよう整備する。

補 助 率：幹 線 (国)50％

その他 (国)30％

実施主体：市町村

（３）林道舗装事業

車両の大型化、重量化による輸送力の向上に対応するとともに、通行の安全を確保するため、舗装に

よる林道の質的向上を図る。

補 助 率：幹線 (国)50％

実施主体：市町村

３ 令和元年度実績及び令和２年度計画

（１）森林管理道開設事業

令和元年度実施箇所 ：１路線（大峠北浦線）

令和２年度実施計画箇所：１路線（大峠北浦線）

（２）林道改良事業

令和元年度実施箇所 ：３路線（寒風大座礼西線ほか）

令和２年度実施計画箇所：６路線（寒風大座礼西線ほか）

（３）林道舗装事業

令和元年度実施箇所 ：２路線（寒風大座礼西線ほか）

令和２年度実施計画箇所：３路線（寒風大座礼西線ほか）



治山林道課 （単位：千円）

事 業 名

令和元年度

当初予算額

令和元年度

最終予算額

令和２年度

当初予算額

左 の 財 源 内 訳

国庫支出金 特定財源 一般財源

緑資源幹線林道

事業費
103,691 103,691 90,506 90,506

１ 目的

旧独立行政法人緑資源機構の実施した緑資源幹線林道事業に係る県負担金の償還を行う。

２ 内容

（１）緑資源幹線林道事業費負担金 （ 90,506千円 (一) 90,506千円 ）

平成３年度から平成19年度までの緑資源幹線林道事業に対する県負担金の償還

償 還 先：国立研究開発法人森林研究・整備機構森林整備センター

支払期間：事業開始年から４年間据置後、翌年度から21年間

※ 昭和48年度～平成２年度までは償還済

事業期間及び実績延長:

路 線 名

旧 緑資源機構実績

（S48～H19）

事業期間 実績延長(km)

東津野・城川線 Ｓ48～Ｈ８ 27.3

小田・池川線 Ｓ49～Ｈ19 29.7

清水・東津野線 Ｓ52～Ｈ19 30.5

池川・吾北線 Ｈ３～Ｈ19 5.5

計 Ｓ48～Ｈ19 93.0



治山林道課 （単位：千円）

事 業 名

令和元年度

当初予算額

令和元年度

最終予算額

令和２年度

当初予算額

左 の 財 源 内 訳

国庫支出金 特 定 財 源 一 般 財 源

林道災害復旧事業

費
1,152,600 1,088,061 552,500 551,400 1,100

１ 目的

林道災害を復旧し、機能回復を図る。

２ 内容

国庫補助の対象となる林道：地方公共団体、森林組合等が維持管理する林道で、林地の利用又は保全上必

要な公共的施設であるもの

国庫補助の対象となる災害：暴風、洪水、高潮、地震その他の異常な天然現象により生じた災害

基本補助率：奥 地 （国）65％（県）０％

その他 （国）50％（県）０％

事業実施主体：市町村

林道災害復旧事業年度別内訳表

３ 令和元年度実績

29年災 仁淀川町 上名･用居線

30年災 室戸市 東又佐喜浜線 ほか 12箇所

元年災 室戸市 羽根線 ほか 42箇所

区分 事業費 予算額 国費 県費

過年災 500,000 500,000 500,000 0

令和２年災 50,000 50,000 50,000 0

事務費 2,500 2,500 1,400 1,100

計 552,500 552,500 551,400 1,100



　治山林道課

国 庫 支 出 金 特 定 財 源

(使)        4

(債)  1,928,000

［細目事業名］ ［令和2年度予算額］

【公共・県営】

･･･ ･･･ 828,539

･･･ ･･･ 382,811

･･･ ･･･ 213,265

･･･ ･･･ 391,928

水源地域等保安林整備事業 ･･･ ･･･ 133,928

･･･ ･･･ 615,000

･･･ ･･･ 42,857

･･･ ･･･ 205,000

･･･ ･･･ 95,000

治山施設等災害関連事業 9,000

【公共・補助】

･･･ ･･･ 11,680

2,720

【県単独補助・県営】

･･･ ･･･ 302,000

･･･ ･･･ 65,500

･･･ ･･･ 12,347

･･･ ･･･ 10,793

【国直轄治山事業負担金】 137,109

《　治山事業 合計 3,459,477

【災害関係】

･･･ ･･･ 72,100

･･･ ･･･ 2,889

《　治山関係事業 総計 3,534,466

（単位：千円）

左　の　財　源　内　訳

一 般 財 源

治　 山　 関　 係　 事　 業　 一　 覧

復旧治山事業

地すべり防止事業

緊急総合地すべり防止事業

復旧治山７月豪雨対応

水源森林総合再生対策事業

林地荒廃防止事業

予防治山事業

災害関連緊急治山事業

災害関連緊急地すべり防止事業

･･･　　　 林地荒廃防止施設等災害関連事業 　　･･･

林地崩壊防止事業

･･･　　 災害関連山地災害危険地区対策事業 　　･･･

県営事業

補助事業

治山計画作成委託料

治山施設点検委託料

林地災害復旧事業

林地荒廃防止施設等災害復旧調査

事 業 名
令 和 元 年 度
当 初 予 算 額

令 和 元 年 度
最 終 予 算 額

令 和 ２ 年 度
当 初 予 算 額

治山関係事業一覧 3,639,863 4,199,139 3,534,466 1,465,659 140,803

山地治山事業

山地防災事業

災害関連緊急治山等事業

林地崩壊対策事業

山地災害防止事業

治山計画

林地災害復旧事業

》

》



　治山林道課

国 庫 支 出 金 特 定 財 源

1,629,458 2,192,378 1,816,543 849,050
(使)      4
(債)964,000

　１　目的

      山腹崩壊や地すべり等により被災した荒廃山地の復旧整備や、機能低下している保安林を改良することで、

　　森林の持つ公益的機能を回復させるとともに、山地災害の防止に努め、「安心して住める県土」の確保を図る。

　２　内容

　（１）復旧治山事業　( 828,539千円 (国)386,650千円  (債)441,000千円 (使)4千円 (一)885千円 )

　　　　　台風や豪雨に起因する山腹崩壊等により、荒廃した山地の復旧整備を図る。

事 業  規 模：全体計画（事業費）    7,000万円以上

補   助   率：工事費　（県）1/2　   (国)1/2

実施予定箇所：室戸市蔵ヶ谷 他13箇所　計14箇所

　（２）地すべり防止事業 ( 382,811千円 (国)179,500千円  (債)202,000千円  (一)1,311千円 )

　　　　　地すべり防止区域内の計画的な整備を推進し、定住条件の向上・整備を図る。

事 業  規 模：全体計画（事業費）　　1億円以上

補   助   率：事業費　（県）1/2    （国）1/2

実施予定地区：長岡郡大豊町中内 他３箇所　計４箇所

　（３）緊急総合地すべり防止事業 ( 213,265千円 (国)100,000千円 (債)113,000千円 (一)265千円 )

補   助   率：事業費　（県）1/2    （国）1/2

実施予定地区：高岡郡大豊町立川上名

　（４）復旧治山７月豪雨対応 ( 391,928千円 (国)182,900千円 (債)208,000千円 (一)1,028千円 )

          平成30年７月豪雨に起因する山腹崩壊等により、荒廃した山地の復旧整備を図る。

事 業  規 模：全体計画（事業費）    7,000万円以上

補   助   率：工事費　（県）1/2　   (国)1/2

実施予定箇所：土佐郡大川村朝谷 他５箇所　計６箇所

　３　令和元年度に実施した箇所

　（１）復旧治山事業

安芸郡安田町小川 他19箇所 計20箇所

　（２）地すべり防止事業

長岡郡大豊町岩原 他２箇所 計３箇所

　（３）緊急総合地すべり防止事業

長岡郡大豊町立川上名

　（４）復旧治山７月豪雨対応

長岡郡大豊町西庵谷 他３個所 計４個所

（単位：千円）

左　の　財　源　内　訳

一 般 財 源

山地治山事業費 3,489

　　　　　災害関連緊急地すべり防止事業で対応できなった箇所において、被災後の山地を確実に復旧するため、災害
　　　　関連地すべり防止事業と一体的に実施する。

事 業 名
令 和 元 年 度
当 初 予 算 額

令 和 元 年 度
最 終 予 算 額

令 和 ２ 年 度
当 初 予 算 額



　治山林道課

国庫支出金 特 定 財 源

332,142 289,821 133,928 62,500 (債)64,000

　１　目的

      重要な水源地域において、荒廃森林等の整備、水土保全施設の整備、荒廃地等の復旧整備を行い、水資源の

　　確保と県土の保全を図る。

　　　また、被災保安林、劣悪保安林の復旧整備、機能低位な保安林の保育等により、保安林機能の維持・向上を

　　図る。

　２　内容

　　　　　重要な水源地において、荒廃した森林等の公益的機能の回復のため総合的な復旧整備を実施する。

補　 助　 率：工事費　（県）1/2     （国）1/2

実施予定箇所：安芸郡馬路村魚梁瀬地区　１地区 (３箇所) 

　３　令和元年度に実施した箇所

　（１）水源森林総合再生対策事業

安芸郡馬路村魚梁瀬地区 他１地区　計２地区（安芸郡馬路村魚梁瀬 他５箇所　計６箇所）

（単位：千円）

左　の　財　源　内　訳

一 般 財 源

水源地域等保安林整備事業費 7,428

　（１）水源森林総合再生対策事業 ( 133,928千円 (国)62,500千円 (債)64,000千円 (一)7,428千円 )

事 業 名
令和元年度
当初予算額

令和元年度
最終予算額

令和２年度
当初予算額



　治山林道課

国庫支出金 特 定 財 源

719,027 749,182 657,857 307,000 (債) 350,000

　１　目的

　２　内容

　（１）林地荒廃防止事業 ( 615,000千円 (国)287,000千円 (債)328,000千円 (一)0千円)

　　　　　山地災害を未然に防止するために整備を図る。

事 業  規 模：年度計画（事業費）　　400万円以上

補 　助 　率：工事費　（県）1/2   （国）1/2

実施予定箇所：香美市神池№1 他14箇所　　計15箇所

　（２）予防治山事業 ( 42,857千円 (国)20,000千円 (債)22,000千円 (一)857千円 )

　　　　　水源のかん養及び山地災害の防止のために荒廃危険山地の崩壊等を予防する。

事 業  規 模：年度計画（事業費）　　山腹　800万円以上、　渓流　1,500万円以上

補 　助　 率：工事費　（県）1/2   （国）1/2

実施予定箇所：四万十市西土佐奥屋内

　３　令和元年度に実施した箇所

　（１）林地荒廃防止事業

室戸市山口　他16個所　計17箇所

　（２）予防治山事業

吾川郡いの町津賀谷　他１箇所　計２箇所

（単位：千円）

左　の　財　源　内　訳

一 般 財 源

山地防災事業費 857

　　　天然現象に起因する崩壊地や､崩壊の可能性の濃厚な山地の復旧整備を実施し､森林の公益的機能の回復を

　　　　　図る。

事 業 名
令和元年度
当初予算額

令和元年度
最終予算額

令和２年度
当初予算額



　治山林道課

国庫支出金 特 定 財 源

300,000 320,463 300,000 186,951 (債) 101,000

　１　目的

　２　内容

　（１）災害関連緊急治山事業 ( 205,000千円 (国)127,556千円 (債)69,000千円 (一)8,444千円 )

　　　　　当年に発生した新生崩壊地について緊急に復旧整備を図る。

事業規模：（事業費）    600万円を越える事業

補 助 率：工事費　（県）1/3     （国）2/3

　（２）災害関連緊急地すべり防止事業 ( 95,000千円 (国)59,395千円 (債)32,000千円 (一)3,605千円 )

事業規模：（事業費）    600万円を越える事業

　３　令和元年度に実施した箇所

　（１）災害関連緊急治山事業

香美市一宇　他１個所　計２箇所

（単位：千円）

左　の　財　源　内　訳

一 般 財 源

災害関連緊急治山等事業費 12,049

　　　　当年に発生した災害であって、緊急に復旧整備の必要な箇所について実施する。

　　　　　地すべり防止区域内（指定予定地を含む）で当年に発生した新生地すべり等について、緊急に復旧
　　　　整備を図る。

補 助 率：事業費（渓間）　（県）1/3     （国）2/3
　　　　　事業費（山腹）　（県）1/2　　 （国）1/2

事 業 名
令和元年度
当初予算額

令和元年度
最終予算額

令和２年度
当初予算額



　治山林道課

国庫支出金 特 定 財 源

9,000 0 9,000 4,284 (債)　4,000

　１　目的

　２　内容

　（１）林地荒廃防止施設等災害関連事業

　　　　　負担法の適用を受ける林地荒廃防止施設災害復旧事業の施行のみでは、再度災害の防止に十分な効果が

　　　　期待できないと認められる場合に、これと合併して行う当該施設又はこれを含めた一連の施設の改良事業

　　　　を行う。

事業規模：全体工事費のうち、災害関連事業の工事費の占める割合が５割以下であり、かつ災害関

　　　 　連事業の工事費が800万円以上

補 助 率：工事費　（国）1/2　（県）1/2

（単位：千円）

左　の　財　源　内　訳

一 般 財 源

治山施設等災害関連事業費 716

　　　　林地荒廃防止施設の復旧にあわせて新生崩壊地の復旧を図る。

事 業 名
令和元年度
当初予算額

令和元年度
最終予算額

令和２年度
当初予算額



　治山林道課

国庫支出金 特 定 財 源

14,400 0 14,400 10,100

　Ⅰ　林地崩壊防止事業費 ( 11,680千円 (国)8,240千円 (一)3,440千円 )

　　１　目的

　　　　　山地に起因する災害箇所で、保全対象並びに復旧工事の規模等から見て、災害関連緊急治山等

　　　　事業として採択されない激甚災害により発生した新生崩壊地の早期復旧を図る。

　　２　内容

　　（１）林地崩壊防止事業費補助金

補 助 対 象：その年の当該事業の総額が300万円を超える市町村又は前年度の標準税収入

　　　　　 額の10％以上を越える市町村であって､１箇所の事業費が200万円以上の事業

補  助  率：補助対象事業費　(県)2/10   (国)5/10

実施事業体：市町村

　Ⅱ　災害関連山地災害危険地区対策事業 ( 2,720千円 (国)1,860千円 (一)860千円 )

　　１　目的

　　　　　山地災害危険地区において降雨等により発生した、保全対象並びに復旧工事の規模等から見て、

　　　　災害関連緊急治山等事業として採択されない荒廃山地の早期復旧を図る。

　　２　内容

　　（１）災害関連山地災害危険地区対策事業費補助金

補 助 対 象：その年の当該事業の総額が400万円以上の市町村であって、１箇所の事業費が

200万円を超える事業

補  助  率：補助対象事業費　(県)2/10   (国)4～4.75/10

実施事業体：市町村

（単位：千円）

左　の　財　源　内　訳

一 般 財 源

林地崩壊対策事業費 4,300

事 業 名
令和元年度
当初予算額

令和元年度
最終予算額

令和２年度
当初予算額



　治山林道課

国庫支出金 特 定 財 源

297,799 291,699 367,500 (債) 296,000

　１　目的

　２　内容

　（１）県営事業 ( 302,000千円 (債)231,000千円 (一)71,000千円 )

　　　　　公共治山事業に採択されない治山施設の維持修繕

　　　　　津波避難場所などの保全

　（２）補助事業(山地災害防止事業費補助金) ( 65,500千円 (債)65,000千円 (一)500千円 )

　　　　　公共治山事業で採択されない小規模な崩壊地又は崩壊の恐れのある林地の復旧整備を行うために、

　　　　市町村が行う事業に対して補助する。

事業費 補助金 工事請負費 委託料

65,500 65,500 0 0

367,500 65,500 205,000 97,000

　３　令和元年度に実施した箇所

　（１）県営事業

　 安芸郡安田町与床　他44箇所　計45箇所

　（２）補助事業（市町村営）

土佐市家俊　他10箇所　計11箇所

（単位：千円）

左　の　財　源　内　訳

一 般 財 源

山地災害防止事業費 71,500

　　　公共治山､林地崩壊防止事業等に採択されない崩壊地の復旧整備や治山施設の維持修繕等を実施する｡

区 分

補　助：市町村営
補助率：1/2以内

合計

事 業 名
令和元年度
当初予算額

令和元年度
最終予算額

令和２年度
当初予算額

県営：維持修繕等 302,000 0 205,000 97,000



　治山林道課

国庫支出金 特 定 財 源

26,748 21,362 23,140

　１　目的

　２　内容

　（１）治山計画作成委託　12,347千円

　　　　　翌年度に施工する治山計画箇所のヒアリング資料の作成

事業規模：50箇所程度

契約方法：指名競争入札

委 託 先：未定

　（２）治山施設点検委託　10,793千円

　　　　　既存の治山施設における異常の有無等の点検・調査

契約方法：指名競争入札

委 託 先：未定

（単位：千円）

左　の　財　源　内　訳

一 般 財 源

治 山 計 画 費 23,140

　   　治山事業を円滑に推進するため、翌年度に実施する治山事業箇所の計画書の作成及び既設の治山施

　   設の点検を行う。

事 業 名
令和元年度
当初予算額

令和元年度
最終予算額

令和２年度
当初予算額



　治山林道課

国庫支出金 特 定 財 源

122,200 209,851 137,109 (債)123,000

　１　目的

　２　内容

(国) (債) (－)

奈半利川 514,318 425,341 80,000 8,977

計 514,318 425,341 80,000 8,977

南小川 278,220 230,088 43,000 5,132

計 278,220 230,088 43,000 5,132

792,538 655,429 123,000 14,109 ２地区

※（債）＋（－）の算出係数（事業費に対する県の負担率）

（単位：千円）

左　の　財　源　内　訳

一 般 財 源

国直轄治山事業費負担金 14,109

　    民有林内の大規模荒廃地又は地すべり防止区域、若しくは高度の技術を要するもので、国が復旧整備を図

　 るものに対し、県が経費の一部を負担する。

財源内訳（予定）

合　　　　　計

  1-{2/3(1+0.24)}=0.173

事 業 名
令和元年度
当初予算額

令和元年度
最終予算額

令和２年度
当初予算額

事業区分 地区名
地方負担金
対象事業費

予定
地区数

直轄治山 １地区

地すべり防止 1地区



　治山林道課

国庫支出金 特 定 財 源

189,089 124,383 74,989 45,774 (債) 26,000

　１　目的

　２　内容

　（１）林地荒廃防止施設及び地すべり防止施設災害復旧事業

異常な天然現象等によって被災した、林地荒廃防止施設及び地すべり防止施設の災害復旧を行う。

　（２）林地荒廃防止施設等災害復旧調査設計費 ( 2,889千円 (一)2,889千円 )

地すべり性崩壊等により被災した施設の高度な復旧計画を立案するために行う測量・調査

　３　令和元年度に実施した箇所

宿毛市大島 

（単位：千円）

左　の　財　源　内　訳

一 般 財 源

林地災害復旧事業費 3,215

　　　被災した治山施設を復旧して、施設の機能回復を図る。

　　　　　( 72,100千円 (国)45,774千円 (債)26,000千円 (一)326千円 )

事 業 名
令和元年度
当初予算額

令和元年度
最終予算額

令和２年度
当初予算額



治山林道課 （単位：千円）

事 業 名

令和元年度

当初予算額

令和元年度

最終予算額

令和２年度

当初予算額

左 の 財 源 内 訳

国庫支出金 特 定 財 源 一 般 財 源

保安林整備費 23,750 23,750 24,526 12,085 (諸) 55 12,386

Ⅰ 保安林整備費 ( 24,072千円 (国)12,085千円 (諸)55千円 (-)11,932千円 )

１ 目的

保安林の指定及び伐採許可等の適正な管理を行う。

２ 内容

（１）保安林の指定・解除等

森林法第25条に定める保安林の指定、同第26条の解除及び保安林指定施業要件の変更

① 保安林指定 2箇所

② 新生崩壊地保安林指定 50箇所

③ 保安林指定施業要件変更 235箇所

④ 保安林解除 15箇所

（２）立木伐採許可申請などの処理 398件

（３）保安林情報整備委託料（ 150千円 (-) 150千円 ）

保安林台帳附属図の作成を行う。

委託先：未定

（４）衛星デジタル画像データ整備委託料（ 3,196千円 (国)3,196千円 ）

県内全域の衛星デジタル画像データ、オルソ化データを整備する。

委託先：未定

（５）保安林管理情報システム運用保守委託料（ 2,057千円 (-)2,057千円 ）

保安林管理情報システムの保守管理を委託する。

委託先：クボタシステムズ株式会社

（６）保安林管理情報システム改修委託料（ 1,595千円 (-)1,595千円 ）

保安林管理情報システムの改修を委託する。

委託先：クボタシステムズ株式会社

（７）保安林台帳異動状況調査委託料（ 1,886千円 (-)1,886千円 ）

保安林台帳を土地登記簿情報により修正する。

委託先：未定

（８）保安林標識設置委託料（ 975千円 (-)975千円 ）

新たに指定した保安林内への標識設置及び既設標識の改設を行う。

委託先：未定

（９）保安林整備事業損失補償金（ 997千円 (国)486千円 (-)511千円 ）

保安林の指定によって生ずる損失の補償を行う。

（10）事務費等（ 13,216千円 (国)8,403千円 (諸)55千円 (-)4,758千円 ）

３ 令和元年度の保安林の指定・解除実績

(1) 指定 803.98ha

(2) 解除 13箇所



治山林道課 （単位：千円）

Ⅱ 林地開発規制実施事業費（ 454千円 (-)454千円 ）

１ 目的

森林法に基づき、地域森林計画対象民有林(保安林を除く)の１haを超える開発行為に対して規制を行う。

２ 内容

（１）開発許可審査

①開発行為の事前指導

開発行為の情報収集並びに開発行為の適合性について調査指導、助言を行う。

②開発行為の許可事務

開発行為許可申請の受理、現地調査、審査などを行い、森林審議会への諮問、許可、不許可の決定

を行う。

③開発行為の連絡調整（協議）事務

公共団体などが行う開発行為で許可の適用を受けない案件について協議を行い、他法令との調整及

び現地調査のうえ結果を通知する。

（２）開発許可監督

許可条件不履行状況などの現地調査を行い、指導監督及び完了の確認を行う。

（３）ブロック会議及び研修

地区別ブロック会議及び許可制度実施研修へ出席する。

３ 令和元年度の林地開発許可及び協議実績

（１）林地開発許可（新規 １件、変更 １件）

（２）林地開発協議（新規 １件、変更 ０件）


